
平成２２年１２月２８日  

 

平成２２年 県政１０大ニュース 

広 報 課  

◎「荒瀬ダム撤去を決断」 

～全国のモデルとなるダム撤去への取組み進む～ 

◎「政令指定都市実現へ」 

～熊本市、城南町、植木町が合併 県市基本協定を締結～ 

◎「認知症サポーター数の県人口に占める割合日本一達成」 

～目標を突破する５９，３８５人のサポーターを養成～ 

◎「熊本時習館構想がスタート」 

～私立高校生の夢の実現を応援～ 

◎「口蹄疫の本県への侵入を阻止」 

～防疫対策が奏功～ 

◎「水俣病被害者の救済進む」  

～特措法による救済開始 和解協議が進展～ 

◎「国、県、村による五木村の生活再建策の協議の場の設置」 

～村内各地で村民との意見交換からスタート～ 

◎「くまもと農業経営塾を開講」 

～県の農業を担うトップリーダーの育成～ 

◎「全国最大規模の熊本県ひとり親家庭等応援事業がスタート」 

～１６．８億円規模の教育支援を含めた総合的な支援を実施～ 

◎「九州新幹線開業日（平成２３年３月１２日）が決定」 

～新大阪－熊本間が最速２時間５９分で～ 

 

（プラス１項目） 

◎「新熊本合同庁舎Ｂ棟 整備再開へ」 

～駅周辺のまちづくり、中心市街地の活性化に大きな期待～ 

報道資料 


